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朝鮮時代の仏画にみる女性生活像

野村伸一

1 甘露幀 という仏画

1.朝 鮮時代の甘露幀 とは何か

 韓国で一般に甘露幀とよばれている仏画がある。それは一枚の大きな画幅のなかに盛大

な法会の光景を置き，その上下左右には，仏菩薩から餓鬼，庶民生活までえがいたもので，

中国，日本には同様のものがみあたらない。それだけに朝鮮の宗教文化の独特な様相をよ

く伝えるものとして注 目されてきた。ただし，当の仏寺において学僧たちは全 く興味がな

いようで，かれらがこれに言及したものはあったとしても目につかない。要するに甘露幀

は美術史の分野を除 くとまだ広 く研究されているとはいえない。')日本ではかつて関野貞，

熊谷宣夫が簡単に言及し，近年では西山克，服部良男2)が知 られるくらいである。こうし

たなか，以下では，東アジアの女性生活史の一端に資するものとして，この仏画を取 り上

げてみた。このような視点から甘露傾を取 り上げたものは従来の研究にはなかったとおも

われる。

 甘露幀は制作年代が存外限られている。現在残っているものを基準にしていうと，16世

紀末に2点 ，17世 紀に3点 ，そして18世紀になると盛んに制作 され，代表的なものだけで

も20点 を越える。3)これは朝鮮王朝の後期に盛んに作 られたということで，その時期はま

た朝鮮の仏教が巫俗などと融合 していく時期でもあった。甘露幀下段の登場人物に巫覡や

放浪芸人などが くり返し現れるのは，一方でかれらが救済 されるべ き無祀孤魂の代表だっ

たということもあるが，他方ではそれが世相 をごく自然に反映していたということもある。

 甘露幀はいつ，何のために制作されたのか。それは死者霊を薦度する各種の儀礼のとき

に作 られたと考えられるが，残されたものすべてについてそれが どの儀礼に用いられたも
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のか特定することはできない。仏教史に沿って考えるならば，まず高麗時代以来の水陸斎

や各種の施食の場が考えられるが，朝鮮朝後期には公的には水陸斎が禁止 されていたので，

実際には 「施食」の儀が考えられる。そ して，施食の一種である7月 の盂蘭盆斎はもっと

も基本的な霊魂済度の場 とみられるが，それだけでな く，さらに個々人の預修斎(逆 修)，

四十九斎などにおいても甘露幀は用いられたであろう。

2.淵 源 としての水 陸画

 甘露幀には独特の表現がみられるが，その淵源は中国の水陸画に求められるであろう。4)

水陸斎とのかかわ りについては，姜友邦，金承熙また服部良男などが，視点の違いはあっ

ても同様に論究している。中国では唐末あた りから水陸会が盛んとなり，それは元明にい

たっていよいよ民間に普及 した。そして明清の時代には，水陸会5)の場に百枚を越える画

幅が掲げられた。今 日，伝存する水陸画としては，たとえば，15世 紀の山西省宝寧寺のも

のがある。『宝寧寺明代水陸画』6)はそれをまとめたものであるが，ここでは仏菩薩，神衆

の図はいうまでもなく，また 「起教大士面然鬼王衆」や諸種の地獄に苦しむ餓鬼がみ られ

る(参 考図①，参考図②)。 起教大士面然鬼王は阿難に救済されるべ き餓鬼である。7)この

僧 と餓鬼のいる構図は水陸斎の宗教的な意味を根源的に表現するもので，いわば核心部分

である。甘露憤でも中央部分の法会の図のなかで必ずえがかれる(図 版1， 図版2)。8)ま

た水陸画には 「往古帝王一切太子王子等衆」「往古妃宮嬪嫖女等衆」，その他臣下，往古の

比丘，比丘尼などがえがかれる。これらはたとえば後掲，慶尚北道南長寺の甘露幀にもす

べてえがかれている。水陸会は元来大規模な法会であるから，帝王や妃の絵も必要であっ

ただろうが，甘露幀は朝鮮後期 という時代からいっても国王や大臣などの参席はあ り得ず，

おそらくかなり小規模な済度儀礼に掲げられたとみられるので，元来そのようなものをえ

が く必要はなかっただろう。これは全 く水陸画の伝統に従ったものとみられる。

 このことは何よりも次のことから証明されるであろう。すなわち，水陸画には衆庶の生

前の生活風景がえがかれている。それは多彩でたとえば，堕胎や産褥死の女性(「 堕胎産

亡厳寒大暑孤魂衆」)9)，客死者，あるいは 「巫師神女散楽伶官」などを済度するための図

像であるが，これがやはり朝鮮の甘露幀にえがかれているのである。このことは水陸会の

民間への浸透ぶ りをものがたると同時に，朝鮮朝で中期以降，特に後期にかけて盛んに作

られた甘露幀の性格をもものがたる。すなわちそれは仏事のかたちをとってはいるが，か

なりのていど民間信仰を吸収したものといえる。いいかえると，民間で盛行 した死霊慰撫
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の巫俗 と対応するものであろう。そ してその端的な表現は女性の出産の図像がえがかれる

ことにみられる。若い女性の死が特に救済対象として取 り上げられ，さまざまな儀礼がお

こなわれたのは主として巫俗においてであった。

 甘露幀の図像は水陸画を通してみるとき，その意図するところをはっきりとつかむこと

ができるだろう。すなわち産褥死，巫覡，芸人，ゆき倒れの者たちなどの生前の様子をえ

がき，これを儀礼の場に掲げることで，中有にさまよう亡魂を儀礼の場に迎えるよすがと

する。かれらの生前のさまは苦楽を織 り交ぜつつも図像 としてえがかれることによりこの

世に生 きたことの意味が賦与 される。

 そして，これを大胆 なまでに発展させたのが朝鮮の甘露幀下段部にみられる庶民像なの

である。えがかれる人物は明代水陸画に較べると'o)より多彩になり，やがて18世紀後半に

なると，労働の現場，市場の光景などまでもえがかれる。円光大学博物館蔵甘露幀(1764

年)最 下段にみられる農作業の図(参 考図③)， 奉恩寺甘露幀(1892年)に おける鍛冶屋

(図版3)・ 市場 に甕売 りにいく一家 ・犬や子供を連れた若い母親 と亭主(?)(図 版4，

図版5)な どの図像は孤魂を予兆する図像というよりは，庶民の生 きる姿そのものであり，

これはまたそれぞれの人生を意味あるものにしようとした民衆の意向を反映 したものであ

ろう。11>

 なお，水陸画と甘露幀の差異については李慶禾にも指摘がある。それによると，甘露幀

の下段部にえがかれる艱難の場面は法華経の 「観世音菩薩普門品」にみられる内容 と密接

な関係があるという。また朝鮮で作 られた水陸斎の儀軌 「水陸無遮平等斎儀撮要」(1574

年)の 下位疎には多数の人物が言及されていて，それがそのまま甘露幀にえがかれている。

ところが，それらは中国の水陸斎儀軌にみられる人物 とはかなり異なるという。12)もっと

も場所が異なれば内容に異同が生じるのは当然のことで，これをもって水陸画を淵源 とす

ることが否定 されたことにはならない。

3.甘 露幀の構 図について

 甘露幀の構図を知るためには，朝鮮の仏教寺院の構造，またそれに伴う儀礼の構造を理

解 してお く必要がある。すなわち，朝鮮の寺院では本堂(大 雄殿)内 部を上壇，中壇，下

壇に区分する。上壇は主仏をまつったところで，その背後には上壇幀画(後 仏幀)が 掲げ

られる。「霊山会上幀」「極楽浄土会上幀」「三身仏幀」などがそれである。中壇は上壇の

右側が通例で(左 側 もあるが)，神衆壇といい，ここには中壇幀画が掲げ られる。霊 山で
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の説法を護る神将をえがいたものである。そ して中壇の向かい側には下壇(霊 壇)が あ り，

下壇幀画が掲げられる。甘露幀はこの下壇に掲げられる仏画である。'3)下壇は亡魂を招い

て供養するところである。ここにはまた個々人の位牌が安置 されていて，七七斎のような

臨時の儀礼がおこなわれる。下壇は一般信徒 と最 も身近な関係にあり，そこでは求福，長

寿，多子，救病，薦度などが祈願された。'4)

 甘露幀は下壇での信仰を反映 したものである。そ して，そのなかにえがかれた個々の図

像は時代とともに変化をみせるが，構図全体を大きくつかむならば次のようにいえる。す

なわち，下部にえがかれた衆生とその変容 した餓鬼の状態か ら抜け出て上部へ と霊魂が上

昇していくということ，そして，そのためには中央にえがかれた法会に参与する必要があ

るということである。一方，個々の図像の根拠 となる経典は諸種挙げられていて，特 に

『瑜伽集要救阿難陀羅尼焔口儀軌経』『瑜伽集要焔口施食儀』などは餓鬼供養のための，ま

た明末株宏(1534-1615)の 著わ した 『法界聖盆水陸普度大斎勝会修斎儀i軌』は横死者済

度の重要な拠 り所 とみ られる。'5)

 甘露幀が水陸会のような霊魂供養を背景にしていることは今や確実であろう。姜友邦は，

そもそも国行水陸斎や霊山斎のような大規模な法会は屋外でおこなわれたといい，そこで

は盛大な供物を並べて霊魂薦度斎がおこなわれたので，甘露幀はこの光景を描写 したもの

だという。16)それは考えられることだろう。つまり，たとえ小規模な霊魂薦度の祭儀をお

こなったとしても，甘露憤を掛けて，その前で儀礼をおこなえば，水陸会などに匹敵する

盛大なものとなるのである。

 ここで付言すると，上述株宏の水陸儀軌の内容によって甘露幀をみるならば，その主要

な骨格はみて とれるということである。すなわちまず，上堂三宝十位の賢聖奉請がある。

仏菩薩，僧侶，神仙，神衆はもちろん，阿難，誌公尊者，梁武帝などがここには含 まれる。

そして次に，下堂聖凡十位の神霊が奉請される。このなかには，「帝王后妃文武官僚儒宗

賢哲仙道隠逸」「農民工商医 卜雑流貴賤男女」「山間海底阿修羅」「焔口鬼王」「餓鬼衆横死

孤魂」，「閻魔羅王十王」「諸大地獄諸独孤獄一切受苦囚徒」，「七七内七返受生中陰趣衆」

が含まれる。このことを説明して牧田諦亮は 「宋以後の幾多の三教交渉の試練を経て中国

人社会に同化 されて，インド仏教とは全 く異質の，祖先崇拝 ・延寿増福等，現世利益の民

俗仏教 となりきってしまったのであろうか」と嘆いた'7)が，実は，同 じことは朝鮮でもお

こなわれていて，それが甘露幀に集約されたのである。後掲の南長寺甘露幀に例をとるな

らば，そこにも仏菩薩のもと，中段に帝王名君，后妃天眷，比丘，比丘尼，{用鐐仙人，大

臣輔相，尊官婦女などが，下段には面燃鬼王やさまざまな衆庶，孤独 な死がえがかれてい
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る。これはまさに株宏のいう下堂聖凡十位の神霊にほかならない。

 さて，甘露幀の図像に即 してもう少し詳細にみると，まずは三部分に分けられる。上部

には，七如来，観音菩薩，地蔵菩薩，引路王菩薩などがえがかれる。中央部には法会の場

とそこに集う僧侶，王，后，官僚，道士などがえがかれ，下部には餓鬼たち，あるいはさ

まざまな原因による死の場面，そして死後，中有にさまよいかねない者たちの世上の姿が

えがかれる。

 この構図は基本的には一貫 しているが，時代 とともにえがかれる対象が変化 してい く。

朝鮮時代の絵画史を論 じる際，一般に全体を四期に分けるが，甘露幀について もこれが妥

当である。以下，李慶禾によると次のように特徴づけられる。'8)第一・期は16世紀後半か ら

17世紀半ばのもので，薬仙寺甘露：領(在 日本，1589年)， 朝田寺甘露幀(在 日本，1591年)

が代表作品である。下段部の内容は簡単ではあるが，数少ない初期作品であるから甘露幀

の歴史にとって重要なことはいうまでもない。

 第二期は17世紀末から18世紀半ばまでで，甘露幀の図像が定着した時期である。この時

期の作品はまた二種に分け られる。ひとつは伝統 をよく生かした作品で，宝石寺甘露幀

(1649年)， 青龍寺甘露幀(1682年)， 双蹊寺甘露憤(1728年)， 雲興寺甘露幀(1730年)，

仙巌寺甘露幀(義 謙筆，1736年)な どである。これらにより三段構図が確立した。他のひ

とつは，艱難や刑罰の場面を大幅に増やしたもので，そこには姦通罪による処刑の場面な

どもある(仙 巌寺甘露幀，参考図⑪参照)。 仙巌寺甘露幀(無 画記，18世 紀半ばごろ)，興

国寺甘露幀(1741年)， 刺繍'博物館甘露幀(18世 紀半ばころ)が 代表作である。なお，以

下の図版で多数取 り上げた南長寺甘露幀(1701年)は 李慶禾の分類ではどちらに属するか

明らかにされていない。私見ではそれは両者の特色を併せ持つといえる。

 第三期は18世紀後半から19世紀初にかけてのもの。このころ朝鮮では風俗画が発展して

いて，それとの対比ということが問題 となる。この期のものには艱難や刑罰の場面がな く

なり，市井の風俗がえがかれるようになる。その描法には流動感がみられる。これには一

般絵画の画家たちの絵を意識 したか，あるいは画園画家たちの参与があったのかもしれな

い。'9)竜珠寺甘露幀(1790年)， 観龍寺甘露幀(1791年)， 高麗大学博物館甘露幀(18世 紀

後半)が 代表作である。

 第四期は19世紀後半から19世紀末のもので，儀式壇が拡大 してえがかれるのが特徴であ

る。 また，農業，商業に関連した市井の場面が登場するのも特徴 といえる。興国寺甘露幀

(1868年)， 弘益大学博物館甘露幀(19世 紀後半)が 代表作である。
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1.霊 魂済 度の法会 に集 う女人 たち(図 版6)20)

 以下，1～9ま では慶尚北道南長寺の甘露幀(1701年)に みられる図像である。時期区

分でいうと第二期のもので，第一期 と較べると，下段の図像が豊富であ り，後代の甘露幀

にみ られる図像をよく呈示 している。特に，ここにみられる戦争の図(参 考図④)は 宝石

寺(1649年)の ものとともに画面全体中に占める割合が大きいことで知られる。姜友邦は

「服装は中国式だが，おそ らく壬辰倭乱(豊 臣秀吉による侵略戦争)の ときのわが国と倭

との戦争をえがいた ものではないか」21)という。 日本人の侵略を直接反映した図像 とする

には少し時間が経ちす ぎている感 もあるが，いずれにしても，戦争の惨状はまだ十分伝承

されていたであろう。だが，庶民の記憶は大方移ろいやすいもので，甘露幀においても時

代 とともにえがかれる対象の比重が少しずつ変化していくのはいうまでもない。

 ところで1701年 という時点は粛宗(1675-1720年)の もとに朝鮮朝が安定を取 り戻 し，

やがて英祖，正祖のもとで中興 していく時期でもある。それはまた，朝鮮朝文化の独 自性

が形成されてい くときでもあ り，いろいろな意味で注 目される。たとえば，朱子学の方か

らは社会秩序の確立のために礼の施行が強力に推進されたが，これとの対応で仏教の側で

も孝と祖先崇拝の積極的な受容がみられ，それが甘露幀の制作に結びついたとされる。22)

またこの時期には仏教と巫俗の混淆が進み，寺院には巫俗的な要素が流入 して山神図が流

行 し，巫神図に仏教的な要素がえがかれもした。23)

 図版6二 段 目の左右には 「尊官婦女」「后妃天眷」の傍記のある女人がえがかれている。

ここには 「帝王名君」や 「大臣輔相」など，男たちもえがかれてはいるが，王朝実録など

を通 してみると，水陸斎 をはじめとした各種の法会を推進 した主体はこの女性たちであっ

たといえる。 こうした信仰心篤い人びとの菩提 を弔うということも法会のひとつの目的で

ある。儀礼をする僧の箇所の傍記には 「龍象大徳羯磨会」と記されている。羯磨会は密教

儀礼のようであるが，下段に餓鬼が登場 していることからみて，その実質的な内容は餓鬼

への施食の儀礼 とみ られる。

 ちなみに，明代の水陸会の混雑ぶ りは明末の高僧株宏が 『竹窓随筆』のなかで次のよう

に批判的に述べている。
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 繁文を陳設して，以て士女老幼紛れ至 り，沓し来ることを致す。俗中の看旗看春のごと

し。足を交え肩を摩 して，男女混乱 して日に千計を以てして，而して，聖賢を褻漬 し，鬼

神に衝突することを免れず。失多 くして過重 く，禍有て而 して功無 し。24)

 このうち看旗は芝居，看春は色町のことであるらしい。要するに明代の水陸会の場は，

儒者はおろか正統な仏教者の目からもいかがわしいものといわざるをえなかった。 しか し，

それは清代にいたっても変わらなかった。その例は，牧田諦亮が呈示 している。すなわち，

李宝華(1867-1go6)の 『官場現形記』には湖北省武昌の竜華寺での水陸会のようすがえ

がかれている。牧田は次のようにいう。総督の養女宝小姐が水陸会に喜捨をする。その と

き「一山数百人の僧衆を挙げてこれに参加する。本堂以下諸堂宇に数百枚の生 きとし生け

るもの(水 上陸上に棲息する動物)の 像を描いた軸物を掛けて，その前にそれぞれの供物

を供える。これらの追善法要に名をかりて，一門一家の繁栄を祈念するのが水陸会の真義

である」25)と。 また，それは7日 ，14日 にとどまらず49日 にわたってつづけられる。宝小

姐は最初の「開懺」の日に五百両の大金を寺に寄付する。寺には遠方から何百という篤信の

人たちが集まり，7日 間寝起 きをともにして寺で受戒する。宝小姐ももちろん髪をつけた

まま受戒の儀式を受ける。26)

 上記のうち，数百枚の水陸画が掛けられたというのは誇張もあろうが，そこに世上のあ

らゆるものがえがかれていたのは推測に難くない。この描写からは，清末にいたっても女

性の水陸会詣でが盛んであったこと，女性たちの受ける受戒はかたちだけの仏道実践で実

質は盛大な祭礼のようなものであったことが知られる。それは朝鮮でいえばクッ(巫 祭)

のようなものだっただろう。

2.婦 負乳児行乞(図 版7)

 図版1の 最下壇右側。姜友邦は 「婦負乱児行乞」 とするが，乱児ではな く 「乳児」が正

しい。乞食の女性二人がいる。この二人は乞食仲間なのか。いずれも乳飲み子を背負って

いるので，まだ若いのであろう。左の裸の子供，右の半裸の子供はともに男児。中央の服

を着ている子は女児であろうか。この子は母親 と同じく器を携えている。右側の女性は左

手で子供の頭を撫で，笑っているかのようである。夫のいない，こうした女だけの物乞い

が1700年 ごろの朝鮮社会には確実にいたものとみられる。 しかし，右側の女性の表情は貧

しいけれどもこころは健やかという感がする。子供の背負い方は腰のあた りに重心がかか
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るようにして負うかたちで，今日のそれと同 じである。

 この図は，後掲の「さすらいの家族」などと同じ範疇のものとみてもよい。これらの図に

ついて，18世 紀当時，商品経済 と農業生産力の発展に伴い農村から弾き出された流浪民が

いたことをものがたるという指摘もある。27)社会史的にはそうだとしても，それをもって

ただちに底辺僧の悲哀の図像 とみるわけにはいかない。何よりも表情が明るい。わたしに

は，これは行乞しつつも子育てに励む母親のたくましさの表現にみえる。

3.落 井(図 版8)

 井戸には二人の亡者がいて，器を差 しかざしている。腹を空かせているようで，生前，

食 うに困って身投げでもしたのか。あるいは身寄 りのないまま井戸に飛び込んだのであろ

う。その井戸端には日常風景そのもの，水汲みにきた女二人がえがかれる。水桶は頭に載

せて運ぶ。これは朝鮮の女性たちの 日常であった。

4.夫 に死 なれた女性 その他(図 版9)

 左側では男が胸先か らのど元に長い棒のようなものを突 き立てている(自 刺而亡)。 こ

の棒の先には刃物が付いているのか，鋭い切っ先になっているのか。 自害にしても凄い構

図である。右側樹木のもとにも首を吊った者(自 縊殺傷)が いるが，自殺は世間によくみ

られたということであろう。特に女性の自殺も少なくなかったようで，こののちの甘露幀

にその図がみられる。たとえば双蹊寺甘露幀(図 版16)の 女性は歩 きなが らみずから紐で

首を絞めている。 これでは死にきれないだろうが，「死んでやる」という激 しい意思表示

なのか。

 自殺者 のす ぐ右 にいる赤 児を抱 く女性 は妻 とみ られ る。気落 ち した表情 である。

安城青竜寺の甘露槙(1682年)最 下壇にも胸 をはだけて赤子 に乳 をのます女性がいる

(参考図⑤)。 その図では左 に亭主らしき男が座っている。

5.抱 児□乳(図 版10)

 姜友邦は 「抱児浮」とするが，図では明 らかに漢字四字で記 されている。ただし三番目

は判読できない。幼児に乳を飲ませるという意味であろう。赤子は母親の乳を含みつつ右
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手でもう一方の乳房をつかんでいる。女性は上半身裸の大胆な図像であるが，母子 ともに

ごく自然な姿態である。他の甘露幀にも胸をはだけた姿でえがかれているので，子供に乳

を飲ませるときにはこうするのが普通だったのかもしれない。ただ母親の乳房は小さく乳

の出が悪いようだ。周囲をみるといずれも不幸な図柄であ り，この子供も幸せな環境には

ないことが示唆される。前述 したように，夫は不幸なことに自殺 した と解される。す ぐそ

ばには小さな女の子が座って外の方をながめている。この女性のむすめであろう。赤子を

抱 く若い母親は髪飾 りなどをみると，相応の家に住む女性のようではある。 しか し，赤子

を抱いている表情は沈んでいる。

 この図はまた出産後 まもなく死んだ若い女の生前をえがいたものとみることもできる。

哀切な図柄であることは変わらない。この 「抱児」の図柄はのちの甘露幀にもくり返 し現

れる(図 版11， 図版12， 図版13)。 慶尚南道双蹊寺甘露幀(1728年)の 図像は安城青竜寺

のものとほぼ同じである。これらは特に女性の信徒たちにとって興味ある図像だったのだ

ろう。少なくとも何 らかの理由で子供 を育て損ねた女性，あるいは子が授か らなかった女

性の恨はこの図像で解かれるであろう。いや，それ以上にこの率直な図像は生命を育むこ

とへの励ましとなる。

 ちなみに明代の水陸画では 「堕胎」の傍記のもとに出産直後の女性がえがかれている。

相応の家の出産風景であり，横たわる女性の下には赤子を産湯につかわせるところがみら

れる。こうした赤子のいる光景は出産後に死亡した女性の弔いの図 というべ きなのだろう

(参考図⑥)。 同様の構図は朝鮮でも描かれていた(参 考図⑦)。 それにしても，女性の出

産の図像が 「堕胎産亡」を悼む場面ともなるのはなぜなのか。それは，母親の立場になれ

ば，そうした図を描かずにはいられなかったということもあるだろうが，一方では死者の

追悼供養の果報 として，やがて図のように赤子が授かるという期待 もあったとみられる。

 なお明代水陸画には 「往古孝子順孫等衆」の傍記の もとに赤子を抱いた若い女性がみら

れる(参 考図⑧)。 この図は，子供を得て一族のなかに加わった嫁は死後 も当然供養の対

象 となるということを意味するが，一方では，それは嫁に対 して，このような光景を生み

出すべ く務めなければならないという，宗族の倫理規範の押 しつけともなった。 こうした

強制がある一方で，出産は必ずしも順調にはいかなかった。中国でも，朝鮮でも女たちの

目は赤子を抱 く女の図にさまざまな視線を送ったはずである。憧憬 もあり，苦痛の体験 と

の重ね合わせ もあり，また受胎への強迫 もあったであろう。

 そして，こうした錯綜 した女たちの思いをすべて一身にになってくれる根源の姿 として

「聖母」の姿があった。カロリヌ ・ジス=ヴ ェルマンドによると，明代，景泰5(1454)年
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の水陸画に牡丹夫人が小さな子供の手を引く図像がみられるが，この背景には注生娘々や

観音，また臨水夫人や媽祖などの女神の姿があるという。28)このことは中国の水陸画に限

ったものではないだろう。朝鮮においても高麗時代この方，観音は子授けと密接な関連が

あ り，たとえば江原道洛山の観音窟は名高かった。29)そしてまた，朝鮮にも智異山聖母の

ような古代の女性山神 と重ね合わされた聖母がいたのである。

6.受 胎独 亡(図 版9右 上)

 身重で， しかも介護する者のない若い女が腕枕 をし，足 を跳ね上げて横たわっている。

腹はかなりふ くれていて臨月間近なのであろう。そして，そのまま死んでしまったという

構図である。なお，この図像のす ぐ下には 「父病□身」の図がある。子供二人がそばにい

るが，病んだ父親は手当もできないまま死んでいこうとしているかのようだ。

7.師 坐神女(図 版14)

 姜友邦は 「師坐神女」とするが，「師巫神女」が正 しい。ここでの巫女はお供を連れた

身分高い女性のようにみえる。実際，1700年 当時の巫女は政府の禁圧があったにもかかわ

らず，宮中や士大夫の家に自由に出入 りしていた。このことについては，李能和が 「宮中

好巫」として数々の資料をあげて述べている。たとえば，粛宗10(1684)年 に粛宗が天然

痘を患ったとき，明聖大妃は巫女をよんで祈 らせた。そのとき巫女の進言により大妃は精

進に努めたが，その度が過 ぎて30)衰弱 し，死去 した。これにより当事者の巫女莫礼は島流

しになった。3')また粛宗27(1701)年 ，これはち ょうど南長寺の仏画が描かれた年だが，

宮女四人がひそかに神堂を設け巫女をして王妃を呪詛させたということで取 り調べを受け

ている。32)

 巫女はまた活人署に属して医療活動にも携わり，その活動は当時宮中から庶民に至るま

で広 く支持 されていた。図版15は 京畿道興国寺の甘露幀(1868年)に み られる巫女の図で，

これは完全に今 日知 られているムーダンのクッの光景である。

 なお水陸画にも 「一切巫師神女散楽伶官族横亡魂諸鬼衆」があ り，そこでは巫女と散楽

伶官が対になってえがかれている。この取 り合わせは甘露幀においても同 じである。
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8.散 楽伶官(図 版14)

 散楽は中国伝来のさまざまな演戯であり，その担い手が伶官である。これは尊称であろ

う。実際には散楽の担い手は伶官から放浪芸人に近いものまで千差万別であった。朝鮮で

はその身分は賤民扱いで才人，クワンデなどとよばれた。図には鞨鼓と横笛がみえるが，

これを女性が担当しているのは注 目される。明代の水陸画でも男と女の散楽伶官が並んで

えがかれている(参 考図⑨)。 楽士は一般に男の役割とみ られがちだが，この図によれば，

男も女も一緒になって楽器を奏でたことがわかる。図版14で は女性三人のうち，左端の女

性は両手を合わせて拝むかたちをしているので，これはあるいは巫女の儀礼の楽士を表現

しているのか。なお， この右側に 「鮮愁楽士」33)がいて，ソッテノリ (竿乗 りあそび)と

踊 りをみせている。こちらは男たちの集団である(図 版16)。 のちの甘露幀には，男寺党

をお もわせる芸能者が登場 し，その演戯がくり返し描かれるが(後 掲9「 ソッテノリと舞

妓」参照)， これはその早い例である。

 中国の宋代の文献 『清異録』によれば，「優伶」は頭をまるめて僧の姿 をしていた。34)朝，

鮮でも日本でも古来，芸能者は法体の者が多かった。かれらは寺院の法会に勧進のような

かたちで参与 し，また，法会の場で実際に演戯を披露 したものとお もわれる。そうした縁

からも仏画には頻繁にその姿がえがかれるのだろう。

9.比 丘尼(図 版1三 段 目右側参照)

 朝鮮朝では巫女と比丘尼(尼 僧)は 密接な関係をもって活動 していた。歴史的には比丘

尼の活動が先に顕著にな り，やがて，この活動，居住が抑圧されるに伴い，地方あるいは

山谷において巫女と類似の活動をするにいたった とみるべ きであろう。尼僧に対する官憲

の側の記事はたとえば，『朝鮮王朝実録』太宗11(1411)年6月 にみられる。それによる

と，懶惰な僧徒 らが南山，安巌，沙乙閑などで草幕を構え，男女を聚めて法会をしている

という。それゆえその草幕をすべて撤去させ，また浄業院以外には山内の尼僧房 をも禁じ，

これもすべて撤去するようにという上印がなされている。つまり，京城の内外の小 さな山

に勝手に僧，尼僧が庵を構えて斎会を催 していたのである。世宗7(1425)年6月 には，

女たちが気安く尼僧 となり，しかも途中で還俗する傾向があるという。また世宗16(1434)

年5月 の記事によると，尼僧7，8名 が両班の婦女10人 余 りと檜厳寺にいき，ここで男女
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入 り乱れてあそび，僧が無尋舞をすると女たちがこれに褒美を与えたことなどが指摘され

ている。15世 紀には，日常生活を送る女たちが僧，僧尼の群れに加わることがそれほど難

しくなかったのであろう。それゆえ，尼僧 とはいうものの実態は 「遊女」「花娘」だった

者 もすでにいた(1472年7月)。35)

 ところでこうした尼僧に対しては当然，禁圧が加えられたのだが，これは巫女の活動に

対する禁圧 と同じく，実効性がなかったというべ きであろう。17，8世 紀の王朝実録には

比丘尼の活動に対する記事がみあたらないが，たとえば，19世 紀になってもなお，次のよ

うな記事がみ られる。すなわち，歴代の王は左道の者たちを都城から追放してきたのだが，

近ごろはまた城内に巫覡 と比丘尼が多 くなって寺刹ごとに勝手に祈祷 をしている。よって

厳しく取 り締 まり，追放するようにと(1815年1月)。 これによれば，歴代の禁制にもか

かわらず，尼僧 もまた巫堂と同じく民間にあって活動をつづけていたことがわかる。

10.ソ ッ テ ノ リ と 舞 妓(図 版17)

 慶尚南道双蹊寺甘露幀(1728年)の 最下壇左側。姜友邦は男寺堂の図 とする36)が，女性

がいっしょにいて踊ったり，琵琶を奏でた りしているので，これを男性の芸人集団男寺堂

と断定することはで きない。今 日，知 られている男寺堂は琵琶を演奏しない。む しろのち

に社堂(女 性中心の芸妓集団)，男寺堂 と分かれていく以前の芸人集団とみるべ きだろう。

 なお，最も初期の甘露幀である薬仙寺のもの(1589年)に 三人の女だけの流浪芸人がえ

がかれている(参 考図⑩)。 当時，すでに社堂のような芸人集団が徘徊 していたことも考

えられる。刺繍博物館所蔵の甘露幀(18世 紀ごろ)は 女僧の姿の社堂が舞 うところをえが

いたとおもわれる(参 考図⑪)。 また，全羅南道興国寺の甘露幀(1868年)で はより一層

放浪芸人化 した社堂が舞っているとみられる。女の周囲の男たちは居士(差 配する男)で

あろう (図版20参 照)。 芸人を仏画にえが くのは水陸画以来の長い伝統であり，甘露幀で

もこれは一貫 している。かれらは死 して無主孤魂となる者たちのひとつの代表でもあった。

11.さ す らいの家族(図 版18)

 双蹊寺甘露幀の下壇右側。孫のうしろに腰の曲がった爺さんと婆 さん，そして物乞い姿

の女がみられる。老人二人は夫婦でうしろの物乞いの女は二人のあいだのむすめか。ひど

く頼 り無げな一行である。そのす ぐ後ろにはみずから縄で首をくくる女がみえる。
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 流浪する家族の図は仙巌寺の甘露幀(18世 紀中葉)に もみられる。ここでは老母と幼い

子供を連れた夫婦がえがかれている。妻は頭上に食器を載せ，夫は小 さな箱に所帯道具で

も入れて背負っている。子供は裸で，この姿態 も甘露幀ではよくみられる。底辺層の子供

は実際にこうして過ごしていたのだろう(参 考図⑫)。 また直指寺甘露幀(1724年)に は

背負い商人とその家族たちの姿がみ られる。かれらはいっしょに旅 をするのか，亭主だけ

が家族を残 してでかけるのか。どちらもありえただろう(参 考図⑬)。 この時代，全国的

に市場が成立 してそこを目当てに荷を負って歩 きまわる商人が現れた。なかでも開城商人

の行商は名高い。かれ らの多 くは家族を残 して旅に出，一年中家に戻らなかった。そのた

め妻に逃げ られ もし，道中で盗賊に出逢 うこともしばしばだった。かれらはどこへい くに

もすべて徒歩であり， しか も，次の市の開催 日に間に合わせなければならず，時間の余裕

はなかった。37)こうした旅に女子供がついていくのは容易ではなかったはずだが，17世 紀

にかれらが存在 したのもまた事実であろう。

12.盲 人夫婦 ほか(図 版19， 図版20)

 京畿道興国寺の甘露幀(1868年)の 最下段右側。夫が右手で鈴を振っている。妻も盲人

であろう。その前に座るのは結婚前の女性で，二人を助けるむすめのようだ。奉恩寺甘露

幀では女性が鈴を振 り，斜め前に坐すむすめは太鼓を持っている(参 考図⑭)。 父母の読

経を助けるものとおもわれる。一方，興国寺の図像では若い女二人をなかにして小鼓を打

ちつつ踊る芸人がいる(左 上)。社堂と居士であろう。

13.綱 渡 りの芸人 と女たち(図 版21)

 興国寺の甘露幀下段左側。綱渡 りは今日，男寺堂が伝承 しているが，二本綱の上に逆立

ちする演戯は伝わっていない。また，この綱の下で女が二人踊っている。雑戯を演 じる芸

人たちにはさまざまな集団があったということで，必ず しも男寺堂というわけではなかろ

う。竹玉投げがおこなわれ，楽器に奚琴がみ られるのも男寺堂 とは異なる。

14.物 見す る女ほか(図 版22・ 図版23)

興国寺の甘露幀下段左側。綱渡 りする芸人たちの左上に，萬歳楼があり，そこには物見
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高い女たちが集まっている。この女性たちは法会を名目にして外出したのだろうが，法会

そのものよりも綱渡 りなどのあそびに関心があるようだ。またそのす ぐ下には市場で男た

ちに酒を売る女性がみられる。すでに18世紀末の甘露幀には男に色 を売っているとおもわ

れる女性もえがかれている(高 麗大学博物館蔵，参考図⑮)。

15.働 きにい く女 たち(図 版24)

 興国寺の甘露幀下段餓鬼の右側。図の左上は夫婦 と一人のむすめが野良仕事にでもでか

けるところであろう。女性はいずれも裸足で，犬が前を歩いている。いかにも農村の日常

といった光景である。また右下の図像は甕売 りの一家である。男二人は徒歩で女二人は牛

車に乗って市場にでもでかけるのであろう。この一家の表情は生き生きとしている。18世

紀後半からすでに農耕の図像がみ られるが(参 考図③参照)，19世 紀の甘露幀になると巨

大な餓鬼はいるものの，凄惨な地獄の描写がなくなり，代わ りに農耕のさまや世俗の生活

が より多 くえがかれるようになる(図 版19， 図版25参 照)。 そこでは，男たちは取っ組み

合いの喧嘩をしている。あるばあいには刃物を振 り回していて，それこそこの世の修羅場

が現出することになるのかもしれない(図 版19， 最下段中央)。 この図にみ られるように

基層社会の女たちは顔 も素足 もさらして生 きていた。朱子学の礼に則 り顔や足を隠してい

たのではとても生きていけなかっただろう。新羅の時代，女たちは市で「貿販」をしたと

『新唐書』はいうし，『高麗図経』によれば，高麗時代の庶民女性 も市場でぬけめのな商い

をしていた。このことは，かつて李能和が「朝鮮女俗考」の「婦女市販」の項で述べたことが

ある。38)そのたくましさは長い歴史があったというべ きであろう。

16.処 刑 される男女(参 考図⑯)

 参考図⑯は全羅南道仙巌寺甘露幀(18世 紀中葉)の 下段右側の図。他の甘露幀には同様

の図像に「為色相酬」つまり姦通をなしたための処刑 ということが記 されている。ただ し，

姦通だけではここまでの公開処刑はしなかったようで，李慶禾は「朝鮮時代の刑典を通 し

ては」どんな罪なのかわからないという。39)大胆な色恋沙汰が事件を引 き起こしたのだろう

か。
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朝鮮時代の仏画にみる女性生活像

皿 ま とめ

 甘露幀を通 して，朝鮮後期の女性生活の一端 を考えてみた。もとより宗教画 という枠内

のものであり，生活全般の様子がみられるわけではない。結婚や育児，機織 り，家事の光

景など，もう少 し具体的に知 りたいとおもわれる図像がここにはないので，これだけをも

って女性生活を云々することは早計であろう。とはいえ，呈示された図像の範囲で何がい

えるのかを考えておくことはやはり必要である。そこで，まとめると，次のようになる。

1.甘 露幀の用いられた場は水陸斎，施食，あるいはそれに類似の霊魂供養の法会である

が，そこにはさまざまな階層の女性たちが参与している。それはちょうど中国の明清代

における水陸会の場の光景と類似 している。

2.甘 露幀には地獄のさまもえがかれるが，(図 版1.下 壇左下)女 性の陥るとされる血

の池地獄はみられない。血の池地獄は中国や日本では近世の図像や説話に特に顕著なも

のだが，朝鮮の基層社会ではそ れが説かれた痕跡がない。これは朝鮮では間引 きが一般

になされなかったことと関係があるのだろうか。

3.職 業を持つ女性 としては，巫女，舞妓(社 堂あるいはそれに類似 した 「花娘」「遊女」

など)，尼僧(比 丘尼，優婆夷)，市場の物売 りがいた。 これらの女性，特に巫女や尼僧，

舞妓は中国，朝鮮，日本に共通 した存在である。ちなみに阿国をはじめとした女歌舞伎

が 日本の各地におこなわれたのは17世 紀の前半であった。朝鮮の甘露幀では最初期の薬

仙寺のものにすでに女たちだけの演戯がえがかれていて，これは以後 も途切れることな

 くえがかれてい く。女歌舞伎は痕跡 を留めなかったが，朝鮮の女の芸人はかたちを変え

て存続 した。そして，19世 紀の甘露幀には市場で酒を売る女性も現れる。また18世 紀後

半以降の甘露幀下段には農作業や商いなどに携わる女性の姿 もえがかれる。

4.市 場には甕売 りなどのように女が男 と共に物を売 りにいくこともある。

5.社 会の方々に流浪する女たちがいた。あるばあいは一家で，あるばあいは女同士で流

浪することも可能だったようである。若い女は芸人や 「遊女」「花娘」に転 じもしたで

あろう。

6.産 死 した女はもちろん，自殺する女の霊魂 も弔いの対象になる。女性がみずから縄で

首をしめる図像などはそれをよくものがたる。

7.水 陸画では子供を抱 く女性は「孝女」の ところにえがかれるが，甘露幀における抱児の
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女性像は中有にさまよう女性霊に対する慰霊を意味するものとお もわれる。朝鮮では間

引 きは一般的ではなかったから，これは出産に伴 う母や子の死，あるいは子が授か らな

いまま死んだ女性に対する鎮魂の図像といえるだろう。そ して，それが17世 紀後半以降

の甘露幀で くり返 しえがかれることは，やはり子を生むことが強制された結果だと一応

は考えられる。つまり無子 ということが恨 となるのである。ただ，その上になお，行乞

をしつつも子を育てる健気 さに女性たちは共感 を覚えたのだろうとおもわれる。「婦負

乳児行乞」の図像(図 版7)， こうしたものを流浪民の悲哀の表現とみるか，子を育てる

た くましい女たちの表現とみるか。それは実はどちらもあ りうるのであるが，朝鮮朝の

民衆にとっては後者の表現としてより多 く受け取 られていたのではなかろうか。図版10

や図版7の 図像は，わたしには乳朝鮮の女たちの気丈さ一 生命，生長への絶えざる希

求を証すものとみられるのである。

注

1)こ の うち，姜 友邦 ・金承煕 「'甘露幀』，芸耕 ，1995年 ・ソウル は今 日残 る代表 的な甘 露幀 をカ

 ラー図版で網羅 した大冊で ある。 こ こには姜友邦 ・金承煕両氏そ れぞれの視 点か らの長編の論考

 二篇 と甘露幀の図版(参 考 図まで含める と五十点)が あ げられている。今 日，残存する甘露幀の

 ほぼ総数で あろ う。 もっと も， 日本 にある甘露 幀の うち，大 津市西教寺蔵 の 「盂蘭盆経 説相図」，

 お よび明石市光明寺蔵 「孟蘭盆 曼陀羅 図」 を除外 してい るので， これ を含 める と， もう少 し増 え

 る(日 本に伝来 した甘露幀4点 につ いては服 部良男 『薬仙寺所蔵重要文化財 『施餓 鬼図』 を読み

 解 く』， 日本エデ ィタース クール出版部 ，2000年 ，3頁 参照)。 また，李慶禾 「朝鮮 時代甘露幀画

 下段画 到風俗場面考察」 『美術 史学研 究』220， 韓国美術 史学会，1998年 は甘 露幀の下部にえがか

 れた庶民像 に焦点 を当てた もので，注 目され る。

2)関 野貞 「朝鮮美術 史」関野博士記 念事業会編 『朝鮮 の建築 と芸術 』，岩波書 店，1942年 ，熊谷

 宣夫 「朝鮮仏画徴」 『朝鮮学報』 四四輯，朝鮮学 会，1967年 ，西 山克 「地獄 を絵解 く」網野 善彦

 編 『職人 と芸能』，吉 川弘文館，1994年 。 これ らは薬仙寺 の甘露 幀 につい ての言及で ある。 また，

 前引，服部 良男 『薬仙寺所蔵重要文化財 『施餓 鬼図』を読み解 く』お よび同 「大津市所蔵 「盂蘭

 盆経説相』 を読 む」 『アジア遊学』NO.28-32，2001年 は薬仙寺甘露幀 をは じめ，諸種 の甘露幀の図

像 について，細部 にまでわ たって言及 した本格的 な論考であ る。

3)姜 友邦「甘露幀 の様 式変遷 と図像解釈」姜 友邦 ・金承煕 『甘露幀 』，芸耕，1995年 ，405，406頁 。

ただ し，画記 のない ものは制作時期 を推定 した もので あ り， また 日本 の西教寺 の もの(1590年)

と光 明寺 の もの(紀 年 銘な し)を 除外 しているので，上 に呈 示 した甘露幀 の数 はあ くまで も 目安

で ある。

4)水 陸斎 とい う法会 を重視 するこ とは，姜友邦，金承煕 いず れ も同様であるが，特 に金承煕 は水

陸斎， その縮小化 され た施食 を甘 露幀制作 の思想的背 景 と してい る。 これ は妥 当な見解 であ る。

前 引，姜友邦 ・金承煕 『甘露 幀』，芸耕，1995年 ，384頁 以下。 また403頁 以下 の図表(朝 鮮王朝

実録における水陸斎 施行 の記録)参 照 。服 部良男の前引書 第二部 も参照の こと。
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朝鮮時代の仏画にみる女性生活像

5)中 国で は 「水 陸会」，朝鮮 では 「水陸斎」 の語 を比較 的多 く用い る。儀礼 の詳細 にい たれば ，

 差異 はあるだろ うが，仏教儀 礼 としては じま り，やが て民 間の治病 ，祈 子儀礼 を兼ねた ことなど

 まで，両者 には同様 の性格 が うかがわれ る。中国の水 陸会の性格 を的確 に述べた もの として は牧

 田諦亮 「水陸 会小 考」 『東方宗教』十二(1957年)， の ち同 「中国仏教 史研 究』第二，大東出版社，

 1984年 所収があ る。

6)山 西省博物館編 『宝寧寺明代水陸画』，文物出版社，1988年 。

7)こ こで 「起教大士面然鬼 ヨ=三」 は餓鬼その ものの ことと解釈す る。 この起教 大士について，服部

 良男は餓鬼 に対面す る僧侶 を指 すのか面然鬼王の ことなのか判読 しに くい と問題提起 をしてい る

 (前引，服部 良男 「薬仙寺所蔵 重要文化財 「施餓 鬼図』 を読 み解 く』，63頁)。 だが，大 きな餓鬼

 像 を 「南無大 聖悲 増菩薩」 とした甘露幀 もあ り (国清寺，1755年)， 餓 鬼を起教大士 とす るのは

 無理 がない。図中の僧侶 は伝承 に従 って阿難 としてお く。上記 『宝寧寺 明代水 陸画』の解 説で も

 阿難の伝 説は記す ものの，起教大士 につ いては明確 には指摘 してい ない(195頁)。 とはいえ，阿

 難をす なわち起教大士 とす るこ とは辞書類 に もみ えていないので，上 のように解釈 したい。

8)南 長寺 甘露幀の餓鬼二体。そ こに 「起教大士 面燃 鬼王」 と傍記 されてい る。左 の僧 は阿難ある

 いは 目連 とみ られる(前 引，姜友邦 「甘露幀 の様式 変遷 と図像 解釈」，354頁 参照)。 以 下，「図版」

 とした ものは筆写撮影。

9)も っ とも，実際にえがかれた図 は出産直後 の母親 と家族の姿であ る。その ことにつ いては後述

 す る。

10)た だ し， ここでは明代の水陸画 に較べ るとその ようにいえる というだけのこ とである。 中国で

 は水 陸画が清代 に も多数えがかれていたので，時代が くだれ ば当然，庶民生活 の諸相 がえがかれ

 ていった とお もわれる。 しか し，現在，われわれの前 に呈示 され る中国水陸画 の量 は非常 に限 ら

 れている。

11)荷 物 を背 負って行商にい く商人の姿が1724年 の甘露幀 にすで にみ られ る。かれ らは多 くは妻子

 を故郷 に残 してでかけたが，その図像 にみ られる家族の表情 はや は り明 るい。後掲参考 図版⑧参

 照。

12)前 引，李慶禾 「朝鮮時代甘露：幀画下段画 の風俗場面考察」，82-83頁 。

13)ま た山神幀 ，七星幀 な どもこれ に属 す る。 これ らは甘露 幀 とと もに掛 け られる こと もあるが ，

 別 の建物 に掲 げ られ ること もある。以上の三壇構造 について は洪潤植 「高麗仏画 到研 究』，同和

 出版公社，1984年 ，27頁 以下，金承煕 「甘露：幀の図像 と信仰儀i礼」前引 『甘露幀』，379頁 参照。

14)前 引，金承煕 「甘露幀の図像 と信仰儀i礼」前引 「甘露傾』，379頁 。

15)前 引，服部良男 『薬仙寺所蔵重要文化財 『施餓鬼図』 を読み解 く』，41頁 ，86頁 以下参照。

16)前 引，姜友邦「甘露幀の様式変遷 と図像解釈」，347頁 。

17)前 引，牧田諦亮 「水陸会小考」，230頁 ， また227頁 以下 も参照。

18)前 引，李慶禾 「朝鮮時代甘露幀画下段 画の風俗場面考察」，84-88頁 。

19)前 引，李慶禾 「朝鮮時代甘露幀画下段 画の風俗 場面考察」，87頁 。

20)図 版1も 参照。 以下に掲載す る図版 は2002年2月(南 長 寺，興国寺，奉恩寺)，8月(双 蹊 寺，

 大興 寺)の 踏査時に撮 影 した ものである。

21)前 引，姜 友邦「甘 露幀の様式 変遷 と図像解釈」，355頁 。

22)前 引，姜 友邦 「甘 露幀の様式 変遷 と図像解釈」，353頁 。
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23)同 上。

24)前 引，服 部 良男 「薬仙 寺所 蔵重 要文 化財 「施 餓鬼 図』 を読 み解 く』，49頁 に引 用 され てい

 る。株 宏 はこの ように批判的 な視点 を持 ちなが らも，一一方で水陸会の儀軌 を著 わした ことで名高

 い。

25)中 村 元 ・笠原一男 ・金岡秀人友監修 ・編 集 『ア ジア仏教 史中国編H 民衆の仏教』(牧 田諦亮

 執筆)， 佼成 出版社，1976年 ，138頁 。

26)同 上 ，139，140頁 。

27)前 引，李慶禾 「朝鮮時代甘露幀画下段画の風俗場面考察」，90頁 。

28)カ ロ リヌ ・ジス=ヴ ェルマ ン ド，明神洋訳 「明景泰 五年在銘 「水陸斎 図」 をめ ぐる図像学的考

 察」 「佛教藝術』215， 佛教藝術学会，1994年 ，ll6頁 お よび口絵7。

29)こ れについては， 「忘 れ られた芸能史，序説(第 二稿)」 『朝鮮 文化研 究』第九号 ，東 京大学大

 学 院人文社会系研究科 ・文学部朝鮮文化研究室，2002年 ，28頁 参照。

30)天 然痘への対処 として巫俗で は肉食 を断つ。

31)拙 稿 「李能和 「朝鮮 の巫俗」註(上)」 『日吉紀 要 言語・文化・コミュニケーション』No.28， 慶應義塾大学

 日吉紀要刊行委員会，2002年 ，37頁 。

32)前 引，拙稿 「李能和「朝鮮の巫俗」註(上)」 ，91頁 。

33)現 存の南長寺甘露幀 では，確 かにこの ように傍記 されているが，他の甘露幀の例では 「解愁楽

 士」 とあ り， こちらの ほうが意味が通 る。誤記であろ う。

34)浜 一衛 『日本芸能の源流 散楽考』，角川書店，1968年 ，225頁 。

35)拙 稿 「朝鮮文化史 におけ る死者霊の供養」「日吉紀要 言語 ・文化 ・コミュニケーション』No.28， 慶應義塾

 大学 日吉紀要刊行委員会，140-141頁 。

36)前 引，姜友邦「甘露幀の様式変遷 と図像解釈」，356頁 。

37)安 宇植編訳 『ア リラン峠の旅人たち』，平凡社，1982年 ，24頁 参照。

38)た だ， 日本 の 「朝鮮学叢書 本 高麗 図経 』の系統く邦 訳本〉にあた ってみたが， この記述 はみ

 られ ない。李能和が別の系統の本 をみ たのか，記憶違 いか，多 少問題が残 るが，当時の女性 の生

 活像 を考慮すればあ りうる ことである。

39)前 引，李慶禾 「朝鮮時代甘露幀画下段 画の風俗場 面考察」，97頁 。
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朝鮮時代 の仏画にみる.女性!1=活像

図版2 中央 、右寄 りの箇所 にえが かれた 「起教大.上面 然鬼王」。左 にいる僧

は阿難か。
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影
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.・篭

轡
隅

図版3 奉恩寺甘 露1頂(1892年)の..・・部。図の左端 に仕 事中の鍛冶屋が み られる。左..ドにひと り

しゃがんで鎌 を研 ぐようなか っこうの者がみ られ る。 またその右 には男 たちに酒 を酌 む女性 が

み られる。
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図版4 (上)・ 図版5 (下 ・図版4の ・一..・部) 奉恩寺甘露 幀の.一.・部。図の中央 に甕売

りにでかけ る一家、犬や子 供を連れた若い母親、それ にその夫 とお もわれる男の後 ろ

姿 がみ られ る。 子供連れ の女性 と荷 を負 う男 の図像 は通 度s.目露 幀(1786年)に もあ り、

そ こで は 「奔 趁流離」 と傍 記 されて いる。 また図版4の 左 上 には男女J人 の 芸能者が

み られる。居士 と社堂 だろ うか。 中央..ドにも楽器 を奏で る芸能者がみ られ る。
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朝鮮 時 代 の 仏 画 に み る女 性Z：r=.7�像

霧講 懃
   誕               r                『      「

蜘1韈
騨

図版6 南長sir露 幀 の右側 にみ られ る女人像 。..ヒ段 か ら三梵 天人、后妃天眷、比丘尼 た

ち。梵の 人格神化であ る梵天 は性 を超越 したものだが、 この図像では女性の印象が濃い。

図版8 南長寺甘露傾最 下壇右寄 り、落井 の図。
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         .∴ 尉 ：・1酒.孀・ギ 泌=航 票

             .....瀞 .      “

1鍵黶雛
轡 騰韈
∴靉 響

憲譲 図版10 .南長寺 甘露 頓 図

版9の 一 部、 乳 をの ませ

る女。 沈 ん だ表情 は夫 を

失 った若 い.母親 なのか。

図版11双 蹊 寺甘露幀〔1728年)下段 中央。 図の中央上 に抱児の女性 。左 に彼岸 に向 き合 う

男女がいる。 最下段 中央 にはいざ りの ような夫婦が いる。
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朝鮮時代 の仏画 にみる女性生活像
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        慧 ㌶ 管・総罫：篤議         覧  謡豪翫.     ..         . ..二..囁 .

図版12 図版11の 一 部。乳 をの ませ る女 。 この女性 の左 側 にも亭主 らしき男

がい る。女性 は顔 を横 に向けてい る。 この姿態 はのちの甘露幀に も踏 襲 され

てい る。特 に意味は ないか もしれ ないが 、あるい はそ の視線の方向 には喧嘩

をす る男 たちがい るの で、彼 岸 よ りは娑婆 世界 によ り関心 があ るとい う意味

だろ うか。

騨賦動 誌
瑠攀 灘：》

」

 ■

}'o ㎝欝

.、憩

，
騨
籍

，

図版13 興国寺甘露1噴(1868年)最.ド 段 中央 、赤子 を抱

く女。 ひ とり坐 して乞食 を してい るようだ。

85



}

隔

 

隔、

し

贈

・・転

鰍
下

=

軸
呉

、醸

.㎏

、

籃

ヘレ

.幾

F囁

パ
.-

∵

 

 

 

押
ρi

ーギ
p

」
ゆ

湘

劉

驚

懸

ー
{

鷲

繋擁

黙

 

 

 

 

 

 

 

 

，β
鬱

.

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ワ
セ

 

 

 

 

 

 

 

き
で
り灘
紳

㌻}

曳

.
垂

饗
「

へ

.
㌦

帰か彷職飢伶瞰M版図    南長寺1亅』露顧 四段 月右側 、「師坐 神女」 と 「散楽伶 官」、巫女佐 か ら2

番 凵)は中国式の服装 だが、巫儀 の活 動その もの は非常 に日常 的であ ったとい

えるだろ う。 朔鮮 朝の巫 女は この法会 と同 じようなy魂 済度儀礼を し、あるい

は また呪医の役割 を果た した。

爭

脚(

ヴ

冨

轡
.

羈

璽

.
、

     、〆へひ   
・，1 縁

9/

図版15 興 国 寺 日卿 頤〔1868年)に み られ る巫 女 。 今 日 お こ な わ れ て い る ム ー ダ ンの ク ッの 光 景 そ の

もの で あ る。
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朝鮮時代の仏画 にみる女性生活像

翼
磨

訟

図版16 南 長寺 甘露幀 四段 目右側 、ソ ッテノ リ(竿乗 りあそび)とその もとでの踊 り。

で蘇 くξ

騰範
  ・ ㍉購 ・ 醍1磁1㌧、1.〆

図版17 慶 尚南道双蹊守il'露幅(1728年)の 最下壇 左側 、

ソ ッテ ノリと舞 妓の 図。 ド部に踊 る女性 、琵琶 を奏 で る

女性がみ られ る。
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1   。   礁 一   謡
    1          店   宀

漁.冨 黨 濺 鷺 。
  、戴

 !・.ダ ' .♂

・'iiJ智  
1， ∵ ㌔

   .r き窟.
， 礎 ・ ㌧ 「 阿 昧 轄 盛謙

  図版18 双礇寺 甘露幀の ド段右側、

懸鰲惣 顎}購雛

           ∵1灘難驫∴
           動  ・ 胴 ず..。 臨、.・
           、 蔽 ，      . .撫

           さすらいの家族と首をくくる女。

図版19 京 畿道興国.；：ir露幀(1868年)。 上段 に地 蔵菩薩、引路王菩薩 、七如来、阿弥 陀 三尊。中 央には巨

大な餓鬼が いる。 また中央右側 には働 く農民 の姿がみ られ る(図版25は そ の拡 大図)。下段 には、市場の風

R.瓢 技 、巫女のク ッ、喧嘩 、乞食、 占い、刑罰 な ど庶民 の日常の姿が展開 され る。
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朝鮮 時代の仏画にみる女性 生活像

慧撃 勲 欝
1鰍 鱒钁議 釧 淘

ρ

図版20 興 国寺 甘露領の最下段右側、GI入 夫婦(右端)、男女 で踊 る芸人た ち(中

央bが み える。

図版21 興 国 、」・II』露幀1・段左側 、綱渡 りの 芸を はや したて る女た ち。社 堂か。

その左 には竹玉 を投げて取 る芸がみ られ る。
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図版22・ 図版23(図 版22の 一部) 興国寺甘露頗下段 左側。市場をめ ぐる光景。

楼 閣に集 う女人たちはこの世の楽 しみに うつつを抜 か している。 しか し、法会

に向って坐す女 人 もいる。 市場 には酒を売 る女 もみ られる。
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朝鮮時代の仏ﾎU9にみ る女性生活像

1～響乱 護1
 旨 』^ .. 覧..気  甼 己.，

訟
 図版24 興国寺甘露傾下段 餓鬼の右側、働 く女たち。

爆
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㌔栖
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が
・旧

図 版25 図 版19の..・ 部 。 興 国 寺.1≡r露幀 中 段 右 側 、 農 耕 の 図。

者 、 蓑 と笠 を着 けた 者 が み え る。

レ
..ヒ 
L...

 

ギ

冖糠

.

ヒ部 には傘 をさす

91



参考 図① 起 教 大士 面 然 鬼 王 衆 。

図の下部 に炎 を吐 く起教 大士面然

鬼 王二体 と餓鬼 三体 ， また上 部に

阿難 とふ た りの小僧 がいる。 『宝寧

寺明代水 陸画』
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朝鮮時代の仏画 にみ る女性 生活像

参考 図② 孤 魂の図。 上か ら菩 薩，

面然鬼 王，供 物 に群が り寄 る餓 鬼

たち。『宝寧 寺明代水陸画』
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参 考 図 ⑤ 安 城Hﾎ6、 ドのll『露 顧(1682年)

最 ド壇 ， 乳 を飲 ませ る女 。 『甘 露 順 」

94



朝鮮 時代の仏画にみる女性生 活像
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参考図⑥ 堕胎 産亡厳寒大暑孤 魂衆。 『宝 寧寺 明代水 陸画』
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朝鮮ll寺代の仏画にみる女性 生活像
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  参 考 図 ⑦ 銀 海 寺 甘 露 幀(1792年)

  下段 ， 出 産 した 女 。 『甘 露 幀 』
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参 考 図 ⑧ 水 陸 画 の 往 占孝f順 孫 等 衆 の 一 部 。 赤 子 を抱 く女(右 上)。 『宝 寧 寺

明 代 水 陸 画 』
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参考 図⑨ 水陸画 の散楽伶官 。女性 の7に あるの は拍板 と令

箭。図の男女は散楽，雑技 の担いFで ある。『宝寧寺明代水陸画』
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参考 図⑩ 薬仙寺 甘露幀(1589年)の 女芸 人(左 側)、 三人の うち二人は琵 琶 と琴 を

奏で，一人が踊ってい る。『甘露幀』
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朝鮮時代の仏 画にみ る女性生活像

参考図⑪ 刺繍 博物飢所 蔵の甘露幀(18世 紀 ごろ)。 数珠 を持 った優婆 夷が優 婆塞(左)と ともに踊

ってい る。 『1†露幀』
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参考 図⑫ 仙巌寺甘露1噴(18世 紀 中葉)， 流浪す る家族。子 供だけでな くお となも裸足 である。

左 の杖 をつ いた者 は老母 だろう。手 に藁沓 を持 ってい るようにみ える。なぜ なのか。『甘 露偵』
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図版参 考図⑭

性が 鈴 を振 り，

露幀亅

㌦P

奉恩寺 目'露順(1892年)で は盲 目の 女

脇の むすめ は太鼓 を持 ってい る。 『甘
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朝鮮 時代の仏画にみる女性 生活像

参 考図⑬ 直指寺 甘露頓(1724年 〉 ド段IF央 付 近の背負 い商 入た ち。道 巾の遭難の図(ヒ 部)， 家族

そろって旅立 ち直前の亭 主に何か を語 りかけるかの ような図像(下h[；)が み られる。背 の荷 物のLに

裸 のfを 載せ た亭 主は傍 らの子 に説 教で もしているのか，そ の子供 は泣 いている。 『甘 露幀』
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参 考 図⑮ 高麗 大 学博 物 館 蔵 甘露 幀

(18世紀 末)，色 を売る女だろ う。『甘露

順』

参考図⑯ 全羅 南道仙巌寺甘露幀(18世 紀 中葉)， 処刑 され る男女。痴情の果てか。『甘露幀』
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